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Living and working together for global common goal.相異なる民族が、固有の信仰、
価値観をもって国境を接し、あるいは国内に共存するのが現在の世界でありま
す。民族、人種、国家、文化、宗教の遠いをお互いに認め、受け入れ、尊重し
合い、お互いを必要としつつ共に生きる恵みに満たされて生きたいと思います。
ややもすれば「ウチ向き」になり、他国の人々、特に貧しい国の人々に対し
て排他的になりがちな日本にあって、「共生Jを大切な課題として私達の毎日の
生活、仕事において生き、多くの方々と分かちあっていく事ができますように。
その恵みが私たち一人ひとりの上に豊かにありますように。
私達の主、イエス・キリストによって。アーメン。
